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第3号 

　平成１７年７月９日（土）事前研修会を高梁総合福祉センターで開催しました。

今年度は「〝きっかけは〟夏ボラから　あなたは何を感じ☆何を見つけますか」

をキャッチフレーズとし、市内の中学生・高校生・大学生２０５名、老人・福

祉施設や保育園、各ボランティア団体から２７名の方の参加をいただきました。 

▲事前研修会 体験風景 
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1 7 . 9 . 1 5 第3号 （2）

（
重
点
目
標
）

一
、
合
併
に
よ
る
組
織
体
制

の
確
立
と
経
営
体
制
の
拡

充
に
よ
り
地
域
福
祉
活
動

の
専
門
機
関
と
し
て
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

二
、
合
併
に
よ
る
相
乗
効
果

の
発
揮
と
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
統
一
に
よ
る
地
域
間
格

差
の
是
正

三
、
受
託
事
業
と
住
民
福
祉

活
動
を
連
携
し
、
効
果
的

に
事
業
を
実
施
す
る
。

四
、
会
員
制
の
導
入
に
よ
る

市
民
理
解
と
住
民
参
加
の

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

組
織
の
育
成
強
化

六
、
福
祉
委
員
組
織
の
育
成

と
活
動
の
充
実
に
よ
る
地

域
福
祉
の
向
上
を
図
る
。

七
、
青
少
年
・
高
齢
者
・
障

害
者
等
暮
ら
し
に
困
っ
て

お
ら
れ
る
方
の
自
立
支
援

を
促
進
す
る
。

八
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

福
祉
委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
及
び
各
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
て
地

域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

を
図
る
。

九
、
介
護
保
険
事
業
所
の
機

能
強
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

内
容
の
充
実

（
事
　
業
）

一
、
法
人
の
運
営
管
理
の
た

め
の
総
合
的
事
業

二
、
住
民
参
加
に
よ
る
活
動

平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度 

事
業
計
画
と
予
算

事
業
計
画
と
予
算 
平
成
十
七
年
度

平
成
十
七
年
度 

事
業
計
画
と
予
算

事
業
計
画
と
予
算 
平
成
十
七
年
度 

事
業
計
画
と
予
算 

一 般 会 計 収 入 支 出 予 算 
532,397千円 

一 般 会 計 収 入 支 出 予 算 
532,397千円 

会費収入 
2,605千円 
（0.49％） 

共同募金配分金 
8,460千円 
（1.59％） 利用料収入 

1,565千円 
（0.29％） 

寄付金収入 
22,591千円 
（4.24％） 

事業収入 
16,869千円 
（3.17％） 

補助金収入 
99,545千円 
（18.70％） 

雑収入 
3,113千円 
（0.58％） 

貸付事業等収入 
1,283千円 
（0.24％） 

繰越金収入 
34,206千円 
（6.42％） 

前期末支払資金残高 
40,147千円 
（7.54％） 

受託金収入 
82,861千円 
（15.56％） 

介護保険収入 
219,152千円 
（41.16％） 

収　入 
人件費 

288,034千円 
（54.10％） 

事務費 
49,991千円千円 
（9.39％） 

事務費 
49,991千円 
（9.39％） 

事業費 
111,830千円 
（21.01％） 

貸付金支出費 
3,842千円 
（0.72％） 

繰入金支出 
39,079千円千円 
（7.34％） 

繰入金支出 
39,079千円 
（7.34％） 

助成金支出等 
3,917千円 
（0.74％） 

施設整備支出 
3,500千円 
（0.66％） 

その他 
9,409千円 
（1.77％） 

財務活動支出 
4,540千円 
（0.85％） 

予備費 
18,255千円 
（3.43％） 

支　出 

事
業
の
推
進

三
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と

高
齢
者
、
障
害
者
、
母
子

寡
婦
、
遺
族
の
自
立
支
援

事
業

四
、
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る

方
の
自
立
援
護
事
業

五
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

推
進

六
、
災
害
者
救
援
激
励
援
護

事
業

七
、
介
護
保
険
事
業

八
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

運
営
管
理
事
業

九
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
運
営
管
理
事
業

十
、
公
園
の
管
理
運
営
事
業

十
一
、
福
祉
の
店
運
営
管
理

事
業

十
二
、
葬
祭
用
具
の
貸
出
事

業
十
三
、
そ
の
他

  一　般　会　計　予　算 
法人運営事業費 
事務職員設置費 
福祉活動専門員費 
企画広報事業  
ふれあいのまちづくり事業 
福祉のまちづくり事業 
地域福祉活動事業 
老人福祉事業  
心配ごと相談等受託事業 
民生委員活動互助事業 
障害児・母子・児童福祉事業 
移送サービス受託事業 
軽度生活支援等受託事業 
生きがい活動支援受託事業 
給食サービス等受託事業 
遺族援護等事業 
一般募金配分金事業 
歳末たすけあい配分金事業 
地域福祉活動基金 
ボランティア広報登録等事業 
地域福祉権利擁護受託事業 
自立更正資金等貸付事業 
居宅介護支援事業 
訪問介護事業 
訪問入浴事業 
通所介護事業 
居宅介護事業 
保健センター事業 
一般会計総額 

54,354 
44,124 
23,619 
2,342 
9,701 
950 

 7,870 
10,613 
1,919 
3,520 
689 

18,962 
2,594 
38,742 
14,649 
1,228 
7,369 
3,375 
1,016 
3,599 
4,244 
3,882 
49,334 
106,812 
6,005 
79,974 
29,303 
1,608 

532.397千円 

法人運営事業 

福祉活動専門員等 

企画広報事業 

ふれあいのまちづくり事業等 

地域福祉活動事業 

老人福祉事業 

心配ごと相談受託事業 

民生委員活動互助事業 

障害児・母子・児童福祉事業 

移送サービス事業 

災害福祉事業 

一般募金配分金等事業 

地域福祉活動基金 

ボランティア広報登録等事業 

福祉体験事業 

地域福祉権利擁護受託事業 

その他   

4,030 

491 

1,593 

4,185 

7,435 

2,848 

788 

220 

489 

154 

130 

584 

269 

1,371 

328 

122 

159 

25,196

会費・寄付金の使途 
事　業　名 単位（千円） 

合　　　計 

四
月
一
日
の
合
併
後
の
事
業
計
画
及
び
予
算
を
理
事
会
の

認
定
、
評
議
員
会
の
議
決
を
得
て
、
次
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。



（3） 第3号 1 7 . 9 . 1 5

皆
様
か
ら
の
暖
か
い
善
意
に
よ
る

共
同
募
金
は
、
地
域
福
祉
に
大
き
く

役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉

に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま

り
ま
す
。

高
梁
市
の
目
標
額
は
、
県
共
同
募

金
会
に
お
い
て
六
三
二
万
円
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
へ
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
世
帯
あ
た
り
五
百
円
を
目
標

に
、
各
戸
募
金
の
お
願
い
を
す
る
と

と
も
に
、
街
頭
募
金
、
バ
ッ
ジ
募
金
、

法
人
募
金
等
の
活
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、

県
共
同
募
金
会
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
支
援
に
役

立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

岡山県共同募金会高梁市支会 岡山県共同募金会高梁市支会 

　岡山県共同募金会高
梁市支会は、共同募金
運動の理解を求め、市
民への協力をお願いす
ると共に、市内の民間
施設の設備充実と市民
の福祉活動の支援を行
います。 

平成17年度　収入支出予算　9,282千円（事務会計） 

収入 

歳末たすけあい 
募金配意分金 
　3,120千円 
　（33.61％） 

事務費交付金　180千円 
繰越金　1千円 
受取利息1千円（1.96％） 

共同募金配分金 
　5,980千円 
　　　（64.43％） 

支出 

事務費　182千円 
　　　　（1.96％） 

歳末募金配分金 
　3,120千円 
　　（33.61％） 

共同募金配分金 
　5,980千円 
　　　（64.43％） 

社
協
会
員
制
度
に
つ
い
て

新
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
財

政
基
盤
の
強
化
・
住
民
の
参
加

に
よ
る
事
業
実
施
を
目
的
と
し

て
、
会
員
制
度
の
導
入
を
図
る

こ
と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

合
併
前
よ
り
有
漢
支
会
、
川

上
支
会
、
備
中
支
会
は
、
会
員

制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
す
が
、

高
梁
支
会
、
成
羽
支
会
で
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
導
入
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
市
民
の
理

解
を
得
て
、
導
入
し
て
い
く
こ

と
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

9
月
19
日
は
敬
老
の
日

敬
老
の
日
に
ち
な
ん
だ
催
し
が
全

国
各
地
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
梁
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
九
月
十
九
日
の
敬
老
の
日
及
び

老
人
週
間
に
あ
た
り
、
敬
老
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

長
い
間
、
地
域
社
会
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、
長
寿
を
心

か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
在
高
梁
市
内
に
は
、
一
〇
〇
歳

以
上
の
方
が
二
六
人
（
男
性
三
人
、

女
性
二
三
人
）
お
ら
れ
ま
す
。

今
後
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。社

会
福
祉
協
議
会
各
支
会
で
は
、

敬
老
会
の
開
催
、
祝
い
金
、
お
祝
品
、

肖
像
写
真
の
贈
呈
及
び
激
励
は
が
き

を
贈
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実

施
し
ま
す
。



1 7 . 9 . 1 5 第3号 （4）

『
夏
期
入
院
入
所
者
見
舞
い
』

『
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
式
典
』
粛
々
と

『
久
し
ぶ
り
じ
ゃ
な
ぁ
』

八
月
二
十
六
日
（
金
）

午
前
九
時
か
ら
高
梁
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
夏
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
体
験
事
業
事
後
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。市

内
の
中
学
生
・
高

校
生
一
七
二
人
が
各
グ

ル
ー
プ
に
わ
か
れ
て
、

活
動
を
通
し
て
得
ら
れ

た
成
果
や
悩
み
、
今
後

へ
の
期
待
や
抱
負
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
、
代

表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
受
入
施
設
の

方
か
ら
生
徒
た
ち
へ
の

感
想
、
こ
の
事
業
に
つ

い
て
の
ご
助
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
夏
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
事
業
に
参

加
し
事
前
・
事
後
研
修

会
に
参
加
さ
れ
た
生
徒

へ
終
了
証
を
交
付
し
、

事
後
研
修
会
を
閉
会
し

ま
し
た
。

受
入
施
設
の
方
々
か

ら
い
た
だ
い
た
ご
助
言

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
重
な
体
験
の
場
の

提
供
と
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

支　会　だ　よ　り

有
　
漢
　
支
　
会

有
漢
支
会
で
は
、
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
を
財
源
に
毎
年
夏
と
冬
に
、

長
期
入
院
者
、
入
所
者
の
お
見
舞
い

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
八
月

五
日
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
七
二
名
の
方
の

お
見
舞
い
を
し
ま
し
た
。

施
設
入
所
者
の
中
に
は
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
顔
な
じ
み
に
な
り
、

こ
の
日
を
指
折
り
数
え
て
待
っ
て
い

て
下
さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

有
漢
、
上
有
漢
遺
族
会
で
は
、
八

月
十
五
日
、
有
漢
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
第
六
十
回
戦
没
者
を
追
悼
し

平
和
を
祈
念
す
る
式
典
を
無
宗
派
で

執
り
行
い
ま
し
た
。

朝
か
ら
の
猛
暑
の
中
、
行
政
よ
り

助
役
、
教
育
長
、
市
議
会
よ
り
副
議

長
、
市
社
協
よ
り
有
漢
支
会
長
等
の

代
表
者
の
ご
臨
席
の
も
と
、
町
内
各

地
の
遺
族
の
方
々
約
六
十
名
が
参
列

し
、
花
を
供
え
、
全
員
で
平
和
を
願

い
戦
没
者
を
追
悼
し
ま
し
た
。

式
典
風
景



（5） 第3号 1 7 . 9 . 1 5

六
月
十
六
日
、
成
羽
町
下
原
に
あ

る
鶴
鳴
保
育
所
の
園
児
達
が
、
使
用

済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
た
く

さ
ん
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

成
羽
支
所
で
は
、
集
ま
っ
た
使
用

済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
岡
山

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
協

議
会
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
収
益
金
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
を
集
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

捨
て
て
し
ま
う
前
に
成
羽
支
所
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
で

恒
例
の
花
火
大
会
を
開
催

八
月
二
七
日
（
土
）
午
後
七
時
か

ら
八
時
ま
で
入
居
者
九
名
、
布
寄
小

学
校
の
生
徒
、
父
兄
十
五
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
花
火
大
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
打
上
げ

花
火
八
十
本
が
夜
空
を
焦
が
し
、
夏

の
夜
の
し
ば
し
の
ひ
と
と
き
を
満
喫

し
ま
し
た
。

布
寄
小
学
校
の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　７月８日、川上学習センターで川上支会福祉委員連絡会総会を開催し、高
梁市社会福祉協議会 平田会長が「合併後の福祉活動について」と題して講演
を行いました。合併後始めての福祉委員連絡会であり、川上支会運営委員、
川上地区民生児童委員の方々にもご参加いただき、熱心に耳を傾けておられ
ました。「小地域ネットワーク活動」の推進のため、地域のアンテナ役とし
ての福祉委員の役割を期待しています。 

誰もが住み慣れた場所で、安心して、豊かに暮らせる福祉のまちへ！ 

小地域ネットワークって・・・？ 

使
用
済
み

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

成
　
羽
　
支
　
会

花火大会

川
　
上
　
支
　
会
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「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
岡
山
岡
山
２
０
０
５
」
 

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
ま

参
加
し
ま
し
ょ
う
！
 

「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
岡
山
２
０
０
５
」
 

　
　
　
　
　
　
　
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
！

０
５
」
が
、
十
月
一
日
（
土
）、
二

日
（
日
）
の
二
日
間
津
山
市
の
グ

リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

『
見
る
・
食
べ
る
・
体
験
す
る
』

と
演
芸
や
作
品
展
示
を
は
じ
め
地

域
特
産
物
即
売
コ
ー
ナ
ー
、
試
飲

食
コ
ー
ナ
ー
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
会
員

に
よ
る
作
品
展

示
、
舞
台
発
表
、

ピ
オ
ー
ネ
な
ど

の
特
産
物
即
売

を
し
ま
す
の
で

お
誘
い
合
わ
せ

の
上
多
く
の
皆

様
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

社
会
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
高

齢
者
が
長
年
培
っ
た
知
識
・
経

験
・
技
能
を
生
か
し
、「
自
主
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
も
と
に

働
く
こ
と
を
通
じ
て
生
き
が
い
を

得
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。現

在
高
梁
市
に
は
、
二
六
九
人

が
登
録
し
て
お
り
、
草
刈
り
、
剪

定
等
発
注
者
の
依
頼
に
よ
り
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

高
梁
市
内
に
在
住
す
る
お
お
む

ね
六
十
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ

る
健
康
な
方
、
み
な
さ
ん
と
一
緒

に
シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
を
社
会
に
役

立
て
み
ま
せ
ん
か
！

こ
の
度
、
岡
山
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
主
催
に
よ
る

「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
お
か
や
ま
２
０

ボランティア活動保険 ボランティア活動保険 ボランティア活動保険 

補償期間 

Ａプラン　　300円 
Ｂプラン　　500円 
Ｃプラン　　700円 
　天災タイプもあります 

掛 

金 

◎お問合せやご相談は・・・ 
  高梁市社会福祉協議会（本所・各支所）まで 

補
償
内
容
 

◆ボランティア活動中の様々な事故によるケガや賠償責任を補償し

ます。 

◆活動場所と自宅との往復途上の事故も補償の対象になります。 

◆ボランティア自身の食中毒（O-157等）や特定感染症※を補償します。 

◆台風などの風水害によるケガは、基本タイプで補償します。 

◆天災（地震・噴火・津波）によるケガも補償します。 
　（天災タイプ加入の場合） 

介護保険制度が、平成17年
10月から改正になり、介護
保険給付の食費が全額自己
負担になりますので、ご理
解ください。 

介護保険制度の 
　一部が変わります 
介護保険制度の 
　一部が変わります 
介護保険制度の 
　一部が変わります 

お
知
ら
せ
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高梁市社会福祉協議会へ平成17年7月と8月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
横
　
町
　
長
船
　
賢
治

（
故
・
雄
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
栄
　
町
　
縄
手
常
太
郎

（
故
・
政
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
矢
田
部
　
充

（
故
・
幸
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
福
本
　
　
徹

（
故
・
美
智
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍛
冶
町
　
堀
　
　
光
弘

（
故
・
山
本
勝
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
林
　
　
逸
平

（
故
・
久
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
立
川
　
　
巖

（
故
・
伊
與
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
仲
山
　
功
夫

（
故
・
睦
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
奥
万
田
町

中
村
　
哲
郎

（
故
・
清
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
川
路
　
ヨ
ネ

（
故
・
福
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
上
山
　
　
毅

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

五
万
円
　
川
面
町
　
古
川
　
常
夫

（
故
・
高
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
平
野
　
　
豊

（
故
・
勇
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
v
田
　
　
子

（
故
・
康
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町

宮
田
　
重
男

（
故
・
綾
子
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢

川
上
　
大
二

（
故
・
　
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

山
本
　
幸
美

（
故
・
ぎ
の
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

澤
田
千
鶴
子

（
故
・
杣
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

千
崎
　
晴
雄

（
故
・
清
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市

岡
島
　
　
將

（
故
・
光
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

吉
田
　
　
満

（
故
・
孝
之
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

坂
本
　
　
剛

（
故
・
澄
枝
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
総
社
市
　
赤
木
　
　
確

（
故
・
佐
吉
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
三
村
　
節
夫

（
故
・
君
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
吹
　
屋
　
金
元
　
　
武

（
故
・
勇
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
吉
岡
　
　
望

（
故
・
富
子
様
の
ー
）

五
万
円
　
下
　
原
　
芳
賀
　
有
恒

（
故
・
文
恵
様
の
ー
）

十
万
円
　
下
　
原
　
松
川
　
幸
江

（
故
・
辰
三
様
の
ー
）

（
故
・
康
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
若
林
　
賢
恵

（
故
・
正
憲
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
仲
田
あ
ゆ
み

（
故
・
安
洋
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
森
下
　
元
晴

（
故
・
満
さ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
齋
藤
　
郁
子

（
故
・
藤
野
繁
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
　
　
隆
作

（
故
・
須
磨
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
杉
　
　
秀
昭

（
故
・
昇
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
藤
本
　
克
　

（
故
・
靜
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
平
　
誠
太
郎

（
故
・
正
一
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
上
山
　
岩
夫

（
故
・
勝
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
深
耕
寺
護
持
会

（
故
・
若
林
正
憲
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
大
本
　
　
豊

（
故
・
い
さ
の
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
鈴
江
　
　
徹

（
故
・
治
彦
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
谷
町
　
宮
原
　
太
美

（
故
・
小
林
裕
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
行
藤
紀
美
子

（
故
・
武
士
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
宮
田
　
重
男

（
故
・
綾
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
尾
崎
　
孝
美

（
故
・
隆
吉
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
信
原
　
俊
郎

（
故
・
睦
恵
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町

矢
田
部
　
充

（
故
・
幸
子
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

十
万
円
　
川
面
町

古
川
　
常
夫

（
故
・
高
子
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町

田
島
　
　
清

（
故
・
正
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

藤
森
　
節
一

（
故
・
照
子
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町

井
上
　
直
久

（
故
・
正
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町

上
山
　
　
毅

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町

宮
　
　
隆
作

（
故
・
須
磨
子
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
林
　
　
潤
一

（
故
・
剛
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
立
川
　
　
巖

（
故
・
伊
與
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
倉
敷
市

福
本
　
　
徹

（
故
・
美
智
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町

v
田
　
　
子
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《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
七
　
地
　
田
仲
　
直
v

（
故
・
侑
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
金
尾
　
善
一

（
故
・
シ
メ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
相
原
　
正
秀

（
故
・
ク
ミ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
三
笘
　
臣
正

（
故
・
豊
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
佐
藤
多
久
夫

（
故
・
フ
ミ
ヱ
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
志
藤
用
瀬

宮
本
　
和
夫

（
故
・
壽
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
丹
下
　
幹
夫

（
故
・
フ
ミ
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
w
見
　
　
壽

（
故
・
正
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
丸
畑
　
康
二

（
故
・
満
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
池
田
　
　
久

（
故
・
敬
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
志
藤
用
瀬

宮
本
　
泰
延

（
故
・
勲
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
古
米
　
一
人

（
故
・
洋
子
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

第
254
・
255
回
目
）

相
談
日

十
一
月
二
十
二
日
（
火
）

受
　
付

十
二
時
〜
十
四
時

審
査
開
始

十
三
時
〜

科
　
目

肢
体
、
聴
覚

内
　
容

補
装
具
、（
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
や

修
理
の
相
談
等

そ
の
他

相
談
は
無
料
（
補
装
具
の

交
付
、
修
理
は
所
得
に
よ

り
負
担
が
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

会
　
場

成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
参
品

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
地
　
頭
　
日
谷
ス
ミ
コ

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
小
形
　
キ
ヨ

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
新
屋
寿
美
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
三
嶋
　
菊
恵

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
金
w

毅

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
川
上
　
幸
雄

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
松
本
　
美
男

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
西
川
　
章
美

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
西
油
野
　
平
井
　
永
志

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
古
米
美
智
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町

内
藤
イ
ツ
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
中
井
町

土
谷
富
美
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
中
井
町

熊
本
　
　
勉

（
妻
千
代
様
の
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封
　
宇
治
町

羽
賀
　
　
茂

（
松
代
様
の
100
歳
祝
い
に
か
え
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢

川
上
　
大
二

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

中
山
　
森
造

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

河
原
佑
喜
太

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

小
室
　
貞
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

室
　
　
文
枝

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

和
田
　
寿
志

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

山
縣
　
彰
之

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

平
松
つ
や
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

坂
本
　
　
力

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

澤
　
　
　
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

相
談
日

九
月
二
十
七
日
（
火
）

受
　
付

十
時
〜
十
一
時
三
十
分

審
査
開
始

十
時
三
十
分
〜

科
　
目

肢
体
、
聴
覚

内
　
容

補
装
具
、（
義
肢
、
装
具
、

補
聴
器
な
ど
）
の
交
付
や

修
理
の
相
談
等

そ
の
他

相
談
は
無
料
（
補
装
具
の

交
付
、
修
理
は
所
得
に
よ

り
負
担
が
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

会
　
場

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
参
品

印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳

お詫びして訂正します 
第2号平成17年７月号　８頁 
「財産目録　負債の部　②公益 
事業特別会計」の金額の欄 

誤　9,582,312 
正　   470,600


